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中 ・高年齢の剣道愛好者における剣道稽古に関する

意識 ・実態調査[2]

剣道の海外普及に対する考え方を中心にして

志 村 進

1.研 究 目的

月刊 誌 『武道』 に,「 中高年層の剣 道人ロが増 えて きている。(中 略)特 に女性 で60歳 代 で初

段 を とった人 もいる」 とい う報告 を中村 らが発表 してい る(1)。実際,各 地の スポー ツ施設 では

近年,女 性 を含 む中高年齢層の剣 道愛好者が稽古 に汗 を流す姿 を多 く見 るようになった。剣 道

の昇段 審査 の会場 で も,こ の年齢層の受審者の姿 が多数見受 け られ る。

また,剣 道の試合 も,全 日本実業 団 〈女子 ・高壮年〉剣道大会や高齢者武道大会等が盛会 に開

催 されてい る。表1は,全 国老人福祉助成会(2)が主催 した第22回 全 日本高齢者武 道大会剣道 の

部 における年齢 別 出場者 の分布 であ るが,90才 代 の高齢者 が3名 も出場 して試合 を行 って い

る。 この高齢者武道大会 は年に一一回,日 本武道館 で開催 され ている。全国各地か ら参加 した高

齢 の剣 道愛好者が,一 年間の修業 の成果 を発揮す る機会 であ り,参 加者たちの試合 を通 しての

人間交流の場 に もなってい る。90才 代の高齢 にな って も公式試合が可能であ るとい う事実一 つ

見 て も,正 に剣道 は 「己の修練 の心が け一つで身体 的健康 と気力の充実,さ らに人間関係 の醸

成 に役 立て ることので きる,生 涯 スポー ッに相応 しい種 目であ る」(3)と言 え よう。

表1第22回 全 日本高齢者武道大会剣道の部年齢別出場者数

年
齢
55
-57 58 59 60 61 s2 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 94 91 92 93 計

組

寿 1 9 7 11 8 7 3 7 4 4 1 1 1 1 65

特 lfi 20 24 20 8 88

A 22 20 27 19 18 106

B 17 15 13 10 14 70

C 5 5 6 8 5 12 11 7 59

注)第22回 大会パンフレットより作成

さ らに剣道 は 日本国内ばか りでな く,国 外 で も数多 くの愛好者 を得 ている。 第11回 世界剣 道

選手権大会が2000年3月24～26日 の3日 間,ア メ リカ ・カリフオルニア州 サ ンタクララで36力

国か らの参加者 を得て盛大に開催 された。実 に,剣 道 の海外 普及 には 目覚 ましい ものが ある。

本稿 は教育学部論集第48号 に掲載 した拙稿 「中 ・高年齢の剣道愛好 者における剣道稽古 に関

す る意識 ・実態調査」 の続編 であ り,中 ・高年齢 の剣道愛好 者の稽古 や試合 に対す る意識 と,

剣道の海外普及や オリンピック参加 に対する意識 を検討 しようとす る ものである。

2.研 究方法

(1)被 験者 は東京西部地域 で剣道 を愛好する30歳 以上の男性147名 であ る。(抽 出方法 など調 査
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の詳細 は本誌48号 の拙稿 を参照 されたい。)

② 本稿 で分析 を行 う8項 目は,先 に報告 した質問項 目の続 きであ り,質 問紙全体 では後半部

分 に当た るものである。具体的な質問の構成 は以下の通 りである。

①剣 道 を生涯武道 として継続で きる と思 いますか(賛 否,コ メ ン ト)

②1ヵ 月間の稽古 回数 について(具 体 的回数)

③対人的技能の稽古 の実施 について(実 施 の有無,留 意点)

④所属 団体以外での稽古 の有無 について(実 施の有無)

⑤ 中 ・高年齢者だけの稽古会実施の希望 につ いて(希 望 の有無,コ メ ン ト)

⑥社会人剣道大会や中 ・高年齢者剣 道大会へ の出場希望 について(希 望の有無 コメ ン ト)

⑦海外普及 について(賛 否,コ メ ン ト)

⑧ オ リンピックへの参加 につ いて(賛 否,コ メ ン ト)

3.調 査結果

(1)剣 道 を生 涯 武道 と して継 続 で きる と思 い ます か

この質 問に対 しては自由記述 に よる様 々な表現 の回答 を得たので,そ の内の何 点か を紹介す

ると,① 生涯武道 としたい,② 自分の年齢 な りにで きる非常 によいスポーッ と思 う,③ 是非続

けたい と思 う,④ 継続 したい ・定年後 も生活の節 目や糧 としたい ・継続 で きるよう健康 に配慮

す る,⑤ 体力 の続 く限 りや りたい と思 う,⑥ 足腰が立つ 限 り死ぬ まで可能,⑦ 生涯つづ けけた

い,⑧ 継続 中 ・生 き甲斐,等 々である。

30才 代 か ら70才 代 までの回答者147名 の全員 が剣 道 を生涯武道 として継続 で きる と答 えてお

り,上 記の コメ ン トか らも生涯スポーッ として剣 道がいかに魅力あ るものか十分 に伺い知 る こ

とがで きよう。 また,回 答者 の中には剣道 に出会 うまでに,数 々のスポーツを経験 して きた者

も少 なか らずいるが,最 終的に剣道 に巡 り合い,剣 道を行 うこ とを生 き甲斐 に感 じ日々稽古 に

励 んでい る。

(2)0カ 月 間 の稽 古 回数 につ い て

稽古 回数は経験年数 と段 位や年齢,そ れ に職業や所属 団体 での役 割等で異 なることが予想 さ

れ るが,本 稿 では一カ月間で行 う稽古 を,1回 か ら9回 行 っていると回答 したグル・一プと10回

以上行 っている と回答 した グループに分 けて整理 した。表2-1は 「稽古 回数 と段 位」で,表

2-2は 「稽古 回数 と剣道歴」である。段位群の初段 か ら五段 までの者 と,剣 道歴群の30年 未

満 の者 に1～9回 の稽古 を行 って者 の割合 が多 く見 られ る。 同時に,10回 未 満 のグル0プ は

「健康管理 ・心身の鍛練」 を剣道開始 の動機 にあげてい る30才 以降での開始者が多 いグルー プ

で あ り,俗 に 「仕事 に脂 が乗 る時期」 とい われる40～50代 の多忙 な者 の多 い グループで もあ

る。仕事 との関係 か らくる精神的な疲労感や重圧感 を解消 ・発散す ることを主 なね らい と考 え

るな ら,週 に1,2回 の稽古 回数 は適 当な頻度 といえるだろう。
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表2-1稽 古回数 と段位

段位

初段 2段 3段 4段 5段 6段 7段

稽
古
回
数

10回 未満

90人

6

(ioo.a>
5
(71.4)

14
(73.7)

16

tgo.a)

29

(sl.7)

12

(48.0)
8
(44.4)

10回 以上

52人

0 2

(28.6)

5

(26.3)

4

(20.a>

18

(38.3)

13

(52.0)

1Q

(55.6}

計 6 7 19 20 47 25 18

注)n=142()内 の 数値 は百分率

表2-2稽 古回数と剣道歴

剣道歴

1～10年 ～20年 ～30年 31年 以上

稽
古
回
数

10回 未満

90人

24
(75.0)

32
(sg.1>

23
(56.1)

11
(50.0)

10回 以上

52人

S
(25.0)

15
(31.9)

18
(43.9)

11
(50.a>

計 32 47 41 22

注)n=142()内 の 数値 は百分率

しか し六段 ・七段 の高段位 になると,10回 以上の稽 古 を行 っている者 の割合が多 くなって い

る。また,剣 道歴が長 くなるに従 い,10回 以上の稽 古実施者 の割合が多 くなる傾向が見 られ,30

年以上 の者では半 数の者が10回 以上の稽古 を行 ってい る。稽古 回数が増 える とい うことは,所

属 団体 で後進の指導 に当たる 日数が多 くなる とい うことも考 え られるが,経 験年数 を重ね段 位

が上がるにつれて,更 なる技術 的 ・精神 的 な向上 を求め,「 自分 の剣道 の確 立」 を 目指 しての

稽古段 階に入 るのではないか とも考え られる。

(3>対 人 的技 能 の稽 古 の実 施 につ い て

次に,「 一回の稽古時 間内に対 人的技 能(し かけてい く技 ・応 じてい く技)の 稽 古 を行 い ま

すか」との質問 に対 す る回答 を段位(表3-1)お よび剣道歴(表3-2)で クロス集計 した。

表3-1稽 古内容 と段位

段位

初段 2段 3段 4段 5段 6段 7段

対
人
技
能

行 う
120人

5
{83.3)

5
(71.4}

15
(ss.2)

15
{7s.a}

38
(82.6)

25
{96.2)

17
(94.4}

行 わない

17人

1
(16.7)

2

(28.6}
2
(11.8)

4
{21.1)

6
(13.0)

1
(3.8}

1

(5.6)

時々行 う
2人

0 fl 0 fl 2

(4.4)

0 fl

計 6 7 17 19 46 26 18

注)n=139()内 の 数値 は百分率

剣道 を長年経験 している者が一様 に感ず ることは,年 齢 と共 に衰 えるス ピー ド感覚であ る。

その衰 えをカバ ーす るのが 「理 合」(理 合 は間合 い におけ る打突要 領 と機会)で あるが,そ の

理合 を得 るためには,対 人的技 能の稽古 はな くて はならない ものであ る。特 に中 ・高年期 よ り

剣道 を開始 した者 の中 には,「 気 ・剣 ・体 一致の打突」 とい う理論 的 なこ とは承 知 していて も

身体が思 うように動 かず,打 突の際に タイ ミングが外 れる上 に力任せで叩 きつ けるとい う独 特
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の稽古 をす る者 もお り,そ れ故 に対人的技 能の稽古 を十分行 なうことが必要 となる。

表3-2稽 古内容 と剣道歴

剣道歴
1～10年 ～20年 ～30年 31年 以上

対
人
技
能

行 う

120人

25

(83.3)

36

(sl.s)

39

{92.9}

20

Cs7.o>

行 わない

17人

5
(16.7)

7
(15.9)

3
(7.1)

2
(8.7)

時々行 う
2人

0 1
(2.3)

a 1
(4.3)

計 30 44 42 23

注)n=139()内 の 数値 は百分率

幸 いに,回 答者 の 「稽古上の留 意点」(4)には,「 間合 いの稽古」,「基本 に忠実 に」,「初心 に帰

る」,「形の稽 古」,「美 しい剣道」,「自分 の欠点 を直す」,「基本の完成」,「自分 の剣道の確 立」

等 々の記述が多 く見 られた。実際,表3-1お よび表3-2が 共 に示す通 り,段 位や剣道歴 に

関係 な く,対 人的技 能の稽古 に打 ち込んでいる と回答 した者 の割合が多い。特 に,21年 以上の

剣道 の経験 を重ねてい る者 と六 ・七段位 の者 の実施者が90%以 上 と高い数値 を示 してい る。 こ

の ことか らも熟達者 は 「剣道 は,互 いに相 手の動 きに応 じて攻 防 しあ う対人的 な格闘技」㈲で

あ り,「千変万化 の変化 に富む対 人的な攻 防の技 能 を中核 として工夫 されな くて はな らない」(6)

ことを よ く承知 して稽古 に励 んでいる と推 察 される。

(4)所 属 団体 以外 での稽 古 の有無 につ い て

剣道 の稽古 には遠征合宿,遠 征試合,出 稽古等 々,所 属団体以外 に出向いて稽古 を行 う方法

もとられているが,こ れは 「0定 の内容 を習得 した後,そ の環境 をぬ け出 して,他 の地 に相手

を求 めて試合 した り,稽 古 して修行す ることで,精 神的 にも技術 的に も,上 達 を期す ために必

要 な方法」⑦であ り,従 来か ら盛 んに行われている。

表4-1出 稽古 と段位

段位

初段 2段 3段 4段 5段 6段 7段

出
稽古

してい る

89人

2
(33.3)

3
(42.9)

8
(42.].)

15
(75.0)

29
(61.7)

19
(70.4)

13
(68.4)

してい ない

56人

4
(66.7)

4
(57.1)

11
(57.9)

5
(25.0)

18
(38.3)

8
(29.6)

6
(31.6)

計 6 7 19 20 47 27 19

注)n=145()内 の 数値 は百 分率

表4-2出 稽古 と剣道歴

剣道歴
1～10年 ～20年 ～30年 31年 以上

出
稽
古

してい る

89人

14

(43.8)

31
(66.0)

31

/75.6)

13

(52.0)
して いない

56人

18
(56.3)

16
(34.0)

10
(24.4)

12
(48.0)

計 32 47 41 25

注)nニ145()内 の 数値 は百分率
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「日本の芸能で は,古 来 よ り修練 を守 ・破 ・離 の三つ の段 階(過 程)に 分けて行 うことを理

念 としているが,こ れは剣 道 にお いて も強 く守 られて」(8)いる と言わ れる ごと く,段 位群 の四

段以上 の者 と剣 道歴 群の11年 以上 の者 に所属 団体 以外 で の稽古 実施者 の割合 が多 く見 られ る

(表4-1,表4-2参 照)。 そこには正 に 「破」 の段 階に入 った とい う意欲の現 れが感 じら

れる。西東京剣道連合会で は,27団 体が持回 りで月一 回合 同稽 古会 を行 っているが,参 加者 に

四段 以上の剣道愛好者の姿 が多 く見 られ る。四段 以上 に昇段 す る と自分の剣道 に 自信 がつ くの

であろう。 また,他 団体 の剣 道愛好者 との剣道 を通 しての人 間関係 を深めつつ稽古 の楽 しさを

味わうことがで きるか らで もあろ う。

なお,三 段以下の者,剣 道歴10年 以内の者 に,所 属 団体以外での稽 古実施者 の割合 が少ない

のは,所 属 団体 で教 師や先輩の指導 を忠実 に守 り,い まだ基礎的修業時代の 「守」 の段 階にあ

る と心得ている故 と推察 され る。

(5)中 ・高年齢者だけでの稽古会実施の希望について

所属団体以外に各地域で合同稽古会や各々の職域での稽古会等は活発に行われている。だが

開始時期が30才以降の中 ・高年齢者を中心 としての稽古会は,西 東京地域では行 われていな

い。そこで回答者の希望は如何がかと尋ねて得られた結果が表5-1と 表5-2で ある。

表5-1稽 古会の希望と段位

段位

初段 2段 3段 4段 5段 6段 7段

稽
古
会

希望す る

112人

6
(100)

5
(71.4)

12

{70.6}

16

(84.2)

40

(87.0)

21

(87.5)

12

(85.7)

希望 しない

16人

0 1
(14.3)

3
{17.7)

2
(la.5>

6
(13.a>

2
(8.3)

2
(14.3)

時間がない
5人

0 1
(14.3)

2
{11.8)

1
(5.3)

0 1
(4.2)

0

計 6 7 17 19 46 24 14

注)n=133()内 の 数値 は百 分率

表5-2稽 古会の希望 と剣道歴

剣道歴
1～10年 ～20年 ～30年 31年 以上

稽
古
会

希望す る

112人

25
(80.7)

35
(83.3)

35
(87.5)

17
(85.0)

希望 しない

16人

4

(12.9)

5

(11.9)

4

{10.0)

3

(15.0)

時間がない
5人

2
(6.5)

2
(4.8)

1
(2.5)

0

計 30 44 42 23

注)n=139()内 の 数値 は百 分率

稽古会 を希望す る者が圧 倒的に多人数であ る。剣道 は老若男女が共 に稽 古 を楽 しむ ことので

きるスポーツであるが,中 で も年齢 の近い者同士 の稽古 は実 に楽 しく,し か も技量 の発揮 に も

力が入 るものである。中高年齢期 に入 る と体力 的な衰 えは認 め られ るであ ろうが,剣 道 修行 の

長年の経験 か ら,「 理合」 とか 「心 法」 とい うもの を考 える ようにな り,さ らに剣 道の奥 の深

さ,剣 道の魅力,剣 道の楽 しさを味わいたい との強い気持 ちが湧 き出て くるのであ ろう。 この
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こ とを示 しているのが剣 道歴 群の クロス表 であ る(表5-2)。80%以 上 の者が稽古会 を希望

してお り,特 に剣道歴 が20～30年 の グループでは87%と 高い割合 を示 してい る。中 ・高年齢者

だけの稽古会実施が強 く望 まれ ていることが分 かる。

(6)社 会 人剣 道 大会 や 中 ・高 年齢 者 剣 道大 会 へ の 出場 希 望 につ い て

現在,実 業 団剣道大会や高齢者武道大会が盛会 に開催 されてい るが,こ れ らの大会へ の出場

希望 を尋 ねた ところ,「 所属 団体 以外 での稽 古」や 「中 ・高齢者 だけでの稽 古会実施」への参

加希望 の割合 に比べ,表6-1・6-2で は,大 会(試 合)に 参加 を希望す る者 と しない者 と

の割合が接近 している。剣道歴 の各群で は,僅 かなが ら大会への参加希望者が多い ものの,段

位 別 に見 る と三段 と五段 の者に,希 望す る者 としない者 の割合が逆転 している。一方,初 段 と

2段 では大 会出場 を希望す る割合 が高 くなっている。3段 以上 になって くる と,剣 道 は勝敗 を

争 う試合 中心 に行 うもので はな く,稽 古 中心 に実践 し心 身を鍛練す るものだ という理解 が浸透

して くるのであろ うか。 むろん,日 々の稽古で積 み重 ねて きた技術,体 力,気 力 を充分 に発揮

して堂々た る態度で勝負 を競い合 うのが大会の意義であ り,試 合の勝敗の中か ら,己 の技術 や

体 力,気 力の強弱 を知 り,さ らにスポーッマ ンと しての立派 な態度 も育成 で きるのであ る。剣

道大会に参加 し試合 を行 うことは心 身を鍛練す る上で貴重な経験 となるはず なので,中 ・高齢

期で開姶 した者で も積極 的に試合 を行 って もらいたい ものである。

表6-1大 会出場の希望 と段位

段位

初段 2段 3段 4段 5段 6段 7段

大
会
出
場希

望

希望する
70人

5
(83.3}

6
(85.7)

6

(37.5)

9

(52.9)

21

(47.7)

14

(51.9)

9

(47.4)

希望 しない
57人

1

{16.7)

1

(14.3)

8

(50.0)

8

(47.1}

22

(5a.o>

11

(40.7)

6
(31.6)

出場 している
8人

0 0 2
(12.5)

0 0 2
(7.4)

4
{21.1)

経験はある
1人

0 0 0 0 1

(2.3)

0 0

計 6 7 16 17 44 27 19

注)n=136()内 の 数値 は百分 率

表6-2大 会出場の希望 と剣道歴

剣道歴

ユ～10年 ～20年 ～30年 31年 以上

大
会出

場
希
望

希望する
70人

15

(53.6)

21
(48.8)

22
(53.7)

12
(50.0)

希 望 しない
57人

11
(39.3)

20
(46.5)

17
(41.5)

9
(37.5)

時間がない
8人

2
(7.1)

1
(2.3)

2
(4.9)

3
(12.5)

経験はある
1人

0
1
(2.3)

0 0

計 28 43 41 24

注)n=136()内 の 数値 は百分 率
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次 に,社 会人剣道大会や中 ・高齢者剣道大会へ の出場希望 と開姶動機 との関係 をクロス集 計

によって概観 したい(表6-3参 照)。 警察官等 の仕事 上の 関係 で剣 道 を開始 した少人数 の者

は別 として,「健康管理 ・心 身の鍛練」を開始動機 とした者 の半数が大会参加 を希望 している。

これ は,平 素の稽古 を通 して 自分 自身の健康管理 を行 うと同時 に,大 会出場 を一つの励 み と し

てさ らに向上 しよう とす る気持 ちの現 れであ ろうか。

「子供の開始」 を契機 に剣 道 を開始 した親達 のグルー プで は,「 健康 管理 ・心身の鍛練」 を

動機 として開始 した者 のグループ以上 に,大 会参加 に積極 的である。 この グルー プでは大会へ

の出場希望者がほぼ三人 に二人 とい う高 い割合 を示 している。 このグルー プの剣 道歴 はい まだ

浅 く低段 位の者が多 い と思われるが,子 供の試合 を応援す る うちに 自分 も試合 の経験 を してみ

た くなった者,自 分が試合 を経験 する ことで,さ らに子供 とのコ ミュニケー シ ョンを深 め られ

ると考 えている者が多 いので はないか と推測 され る。

表6-3大 会出場の希望 と開始動機

開始動機

健康管理 ・心身
の鍛練

剣道への興味 子どもの開始
親 ・教 師 ・友 人

の勧 め
仕事上の必要性

大
会
出
場希

望

希望する
66人

23
(52.3)

7

(35.0)

15

(65.2)

16
(42.1)

5
(83.3}

希望 しない

56人

18
(40.9)

11
(55.0)

8
(34.8)

18
(47.4)

1

(ユ6.7)

出場 している
8人

2
(4.6)

2
(10.0)

0 4
(10.5)

0

経験はある
1人

1
(2.3)

0 0 0 0

計 44 20 23 38 6

注)n=131()内 の 数値 は百分率

逆 に大会への参加 を希望 しない者の割合が多 いのが 「剣 道へ の興味」や 「親 ・教師の勧 め」

で剣 道 を開始 した グループであ る。剣 道が 日本の伝統文化 であ ることや,体 力的要素 よ り精神

的要素 を中核 と しているこ とに興 味 を持 つ者 にとって,「 剣道 の主眼 は技術又 は勝敗 の末に あ

らず して,技 術 の練 磨 に よ りて心 身 を鍛 練す るに在 る ことを忘 るべ か らず」(9)との剣 道観 が,

彼 らに大会 出場 を敬遠 させ てい ると推 察 される。 また,剣 道 を親や教 師に勧め られて開始 した

者の多 くは,中 高年に至 る までの長年の鍛練 によ り,剣 道が勝 ち負 けを競 うスポーツ的要素 よ

り勝敗 を超越 した武道的要素 を要求 しているこ とに気 づ き,そ の結果,試 合 よ りも平素の稽 古

を重視す る傾向が強いのではないか思われる。

(7)剣 道 の海外 普 及 につ い て

剣 道の海外普及に関 して,そ の賛否 を尋 ねた ところ,賛 成は反対 の倍以上で あった。剣道の

海外 普及 を望んでい る愛好者 が多 い とい うこ とで ある(表7参 照)。 次 に,開 始動機 と海外 普

及の賛否 についてク ロス集計 を行 った。割合か らす ると 「剣 道へ の興味」か ら剣道 を始めた人

達の中に海外普及 を期待す る者が多い。 日本 の精神文化の発 露であ り,生 涯武道 と呼ぶ に相応

しい剣道 に対する誇 りと確信が,海 外 普及 に積極 的にさせてい るのではないだろうか。
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表7海 外普及に対する賛否 と開始動機

開始動機

健康管理 ・心身
の鍛練

剣道への興味 子どもの開始
親 ・教師 ・友 人

の勧 め
仕事上の必要性

海
外普

及
の
賛
否

賛成
78人

24
(63.2)

14

(82.4)

16

(72.7)

21

(7a.o>

3

{37.5)
反対
34人

13
(34.2)

3
{17.7)

6
(27.3)

8
(26.7)

4
{50.0)

不明
3人

1

(2.6)
fl 0 1

(3.3)
1
(12.5)

計 38 17 22 30 8

注)n=131()内 の 数値 は百分率

さらに剣 道 の海外普 及 に対す るコメ ン トを求 め た ところ,以 下 の よ うな記述が あ った。賛

成,反 対 とい う違い はあって も,剣 道の特性 を端 的に表現 している ものが多い。

賛成記述

1.日 本 の伝統文化 を国際的に評価 して もらいたい。

2.剣 道 は武道であ る。 日本文化 であ る。 この理念 を大切 にするな ら広 めても良い。

3.日 本 の武道 を世界 に広 めるのは誇 りに思 う。

4.剣 道 を通 して心の交流 が生 まれる。

5.心 技一・体 で広めてい くのが良い。

反対記述

1.剣 道 は武道であ ってスポ0ツ で ないので海外 に広めて勝敗 を楽 しむものではない。

2.剣 道 を武道 として とらえた場合 日本人以外 では理解出来 ない。

3.気 剣体一致 など外 国人には理解 しに くい。

4.日 本人の心及び伝統 が海外 の人 には理解 出来 ない。

5.判 定が難 しいので普及 には限界がある。

(8)剣 道 の オ リン ピ ック種 目化 につ い て

剣道 の海外普及 に対 する意識 とは全 く反対 の結果が表8に 見 られる。 この項 目に対 して も意

見 を求 めたが,さ まざまな反対記述がある中で,柔 道 を引 き合 いに出 した記述 が多 かった。柔

道の試合 では,敗 者 を思いやる気持 ちなど全 く感 じられ ない勝者 の振 る舞 い(特 に,試 合場 を

飛び回って勝利 を観客 にア ピールす るガ ッツポーズ)や 監督が判定 に対 して審判に血相 を変 え

て抗議す る姿 な どが散見 される。 これ らはオ リンピック種 目となる前の柔道では見 られなか っ

た光景 である。観客,さ らには 日本国民が金メダルを期待す るあ ま りに現れて きた選手や監督

の仕草 ではないか と思われる。
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表8オ リンピック参加に対する賛否と開始動機

開始動機

健康管理 ・心身
の鍛練

剣道への興味 子どもの開始
親 ・教師 ・友人

の勧 め
仕事上の必要性

五
輪
参加

の
賛
否

賛成
25人

is

(32.3)
3
(21.4)

5
(26.3)

6

(2」..4)

1

(14.3)

反対
71人

21
(67.7)

11
(78.6)

12
(63.2)

21
(75.0)

6
(85.7)

不明
3人

Q d 2
(10.5)

1
(3.6)

0

計 31 14 19 28 7

注)n=99()内 の数値は百分率

剣道で も近年,「 勝 てばいい んだ」 とい う精神 的乱 れや技術 的乱 れ を感 じさせ る試合 を見 る

ことがある。剣道 もオ リンピックに参加 した ら柔道の二 の舞 になるので はとい う警戒心が記述

に表れている と考 え られる。以下 は 自由記述の一部である。

賛成記述

1.日 本の武道 を世界の人々に知 って もらうのに良い機会 だ。

2.オ リンピック種 目に加 われば剣道人 口が増加 する と思 う。

3.柔 道の ようにな らなければ子供 の夢 をか きたてる有効 な材料 になるので良い。

4.少 年指導を してい るので子供達 に夢 を もたせ てあげたい。

反対記述

1.勝 負 にこだわ りす ぎるようになる。ス ポーツ化 して 「道」の重 さが な くな る。

2.柔 道が レス リング柔道 と言 われるように剣 道 も異質 な もの になる と思 う。

3.剣 道は 自分の心身の陶冶の為 に修行す るもので,オ リンピ ックに加 えるべ きものではない

(オリンピックは勝負 を争 うものだか ら)。

4.伝 統の理念が失われる為反対。

5.日 本古来の武道の本質が失 われる,柔 道の ように。

4.考 察

い くつかの武道種 目の中で も剣道 は,年 齢 と体力 に応 じた稽 古 を効果的 に行 うことに よって

高齢 になって も実力の向上が可能 な種 目であ る。 これ は剣 道 が,「 精神 的要素 を中核 と して,

身体 的要素 よりも技能的要素 にその大部 分 を要求 している」(10)からで あ り,体 力 的に衰 えを感

じてい る中 ・高年齢者が開始 した としても実力 の向上が望め る。 これ は今回調査 した,剣 道愛

好者の55.1%に あた る81名 が30才 以降で剣 道を開始 してお り,そ の中で五段 に31名,六 段 に11

名,七 段 に4名 と約半数の者が高段位 に昇段 しているこ とか らも認識 され るであろ う。 この 高

段位 に昇段 した割合 を見て も,剣 道が高齢 になって も実力 をつけつつ,元 気 な青少年 たち とも

一緒 に稽古 を楽 しめ る武道であるこ とがわかる
。

また,「 剣道はその競技年齢 が長 く,技 能的 には高い ものを要 求 し,そ の到達 に困難性 の多

いスポーツであ るか ら,剣 道愛好者 に とって,そ の興味はいつ まで も持続 される」{11)とい うが,

これ も,30年 以上剣 道 を継続 している者が全体 の17.6%に あたる26名 もい るこ とか ら納得で き
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るであ ろう。 さらにs「 生涯武道 として継続で きると思 うますか」 との質問に対 して,「 自分の

年齢 な りにで きる非常 に よいスポー ツと思 う」,「継続 したい ・定年後 も生活の節 目や糧 とした

い ・継続で きるよう健康 に配慮す る」等 の記述が あるが,こ れな どは,剣 道が理想 的な生涯武

道で あるこ とを物語っている例 とい えよう。 この ように剣道は,高 齢 になって も実力 を向上 さ

せ るこ とが で き,競 技 年齢が長 く生涯武道 として親 しまれているが,こ れ も平素の稽古 の積み

重 ねに よって可能 になるもので,質 問項 目に対す る記述か らも,愛 好者の多 くが積極 的に稽 古

に取 り組 んでいることが分 かった。 なお,海 外普及 に関 して は,日 本の伝統文化の国際的な評

価 に期待 して普及 を望む者 が多 いが,一 ・方,オ リンピック種 目に組 み入れ られ ることに対 して

は逆 に反対者 が多い。金メ ダルにこだわ る国民 に よって,剣 道が 「剣道 の理念(剣 道 は剣 の理

法 の修練 に よる人聞形成の道であ る)」 か ら引 き離 な されて しまうの ではないか とい う不安 の

表れ と窺 える。

5.ま と め

一般 的な習い事 と同 じように
,剣 道 も稽古の積 み重 ねに よって上手に もな り,強 くもなる も

ので,剣 道に対 してい くら理論的な理解が あろうが実践無 くして,剣 道 の本筋 は見 えるもので

はない。 しか し,実 践が大事 である とはいえ,単 に稽古 の回数 を増やせ ば良い とい うもので も

ない。 自分の理想 とす る剣道像 を描 き,目 標 を立てて,健 康状態 に充分 な配慮 を した上で年齢

相応 な稽 古の事理一致 ・心技 一体 の修練が上達へ と繋 がるのであ る。

今 回の調査の対象者 には,30代 に入 ってか ら剣 道 を開始 した者が半数以上 もいる。剣 道の開

始時期や開始動機が さまざまな中 ・高年齢 の剣道愛好者であるが,彼 等 は剣道 に生 き甲斐 を感

じ,理 想 的 な生涯武道 として意欲 的に稽古 に取 り組んでいる。 この調査 か ら,剣 道が稽古 を通

し心 身の鍛 練や健康管理 に効果 をもた らし,人 間関係 の醸成 に役立て る武道 であることが認識

され る と思 う。

剣 道の海外 普及や オ リンピ ック参加 に対 しての質問項 目を設 けたのは,筆 者が常 々,若 い剣

道関係 者や剣道関係以外の方 々か らこの件 を尋ね られていたか らであ る。数多 くの自由記述 を

頂いたが,ど の記述 か らも,心 よ り剣道 を愛 し日本の伝統文化 を守 りたい,と の気持 ちが感 じ

取れた。 この拙論が,こ れか ら剣 道 を開始 しようと考 えている人達 に何等 かの有益 な示唆 を与

えるこ とがで きれば望外 の喜 びであ るが,筆 者 に とっては今後,中 ・高年齢者 を指導す る際の

貴重 な資料 となるものである。

引用 ・参考 文献
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(3)拙 稿(2000)中 ・高年齢の剣道愛好者 にお ける剣道稽古 に関す る意識 ・実態調査 『創

価大学教育学 部論集』 第48号,pp.77-87

(4)同 上

(5)全 日本剣道連盟(1985)『 幼少年剣道指導要領』p.78
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一28一



創価大学教育学部論集 第50号:志 村

(9)高 野 佐 三郎(1918)『 剣 道』P.9

(10)村 上 ・阿 部(1967)『 写真 と図解 に よ る剣 道』P.9

(11)同 上

付記)本 研究の調査 に際して,西 東京剣道連合会加盟団体の会長並びに剣道愛好者の皆様にご
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ASurveyofMiddle-agedandElderlyKendo

Concernsabouttheir.PracticeII

TheirAttitudetowardtheOverseasDiffusion

Players'

ofKendo

SusumuSHIMURA

Thispapertalksofthesecondpartofasurveyresearchaboutelderlykendoplayers'andtheircon-

cerns.ThefirstpartoftheanalysiswaspreviouslypresentedintheSokaUniversityBulletinofThe

FacultyofEducation,No.48.

Thetotalnumberofsubjectswas147althoughalltherespondentsdidnotanswereachquestion.

Theywereallmaleswiththeiragerangingfrom30'sto70'sandgoodkendoplayers.Eachonewas

ablackbeltholder.Theyallagreedthatasasportkendocouldbepracticedlife‐long.Theyfurther

expressedtheirwishtocontinuetheirpracticeaslongastheycouldplay.

Outof115respondents,67.8%hadapositiveoutlooktowardstheoverseasdiffusionofKendo;

KendoisaJapanesetraditionalmartialartandtheoverseasdiffusionofKendoisanappropriateway

toinformtheworldaboutJapanesetraditions.

Whereasincontrast,outof99respondents,71.7%didnotwantKendotobeenteredandcontested

intheOlympicevents;Olympiceventsareemphasizedtoomuchonwiningandlosingcompetitions.

Kendoisnotjustasport,butanarttoo.BybeingcontestedinOlympicevents,Kendomightdeterio-

rateinessencejustastheunderlyingartinJudoislostnow.

Inshort,manyelderlyplayershaveenjoyedtheirpracticeandhavemadeasteadyprogressin

Kendo.ManyofthemtendtoseekasortofspiritualfulfillmentthroughKendo,thereforetheyarere-

luctanttoallowtheartofKendotobecommercializedandcontestedintheOlympicevents.
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